
展示期間

展示場所

令和６年12月 2日(月)

～ 12月13日(金)

近畿農政局庁舎 １階

「消費者の部屋」展示コーナー

ご存じですか？12月8日は

有機農業の日(オーガニックデイ)
+

「みどりの食料システム戦略」

についてもご紹介

※詳しくは近畿農政局ホームページをご覧下さい。





近畿農政局管内オーガニックビレッジ（有機農業産地づくり事業）実施市町村

〇 農林水産省では、みどりの食料システム戦略を踏まえ、有機農業に地域ぐるみで取り組む産地（オーガニッ
クビレッジ）の創出に取り組む市町村の支援に取り組んでいます。

〇 オーガニックビレッジとは、有機農業の生産から消費まで一貫し、農業者のみならず事業者や地域内外の住
民を巻き込んだ地域ぐるみの取組を進める市町村のことをいい、このような先進的なモデル地区を順次創出
し、横展開を図っていきます。

〇 近畿では令和６年10月末時点で以下の20市町村で実施（泉大津市は、北海道旭川市と連携実施）。
(全国：令和６年８月末で129市町村)
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記号 都道府県 市町村

① 滋賀県 甲賀市

② 京都府 亀岡市

③ 豊岡市

④ 丹波篠山市

⑤ 養父市

⑥ 丹波市

⑦ 淡路市

⑧ 奈良県 宇陀市

兵庫県

記号 都道府県 市町村

㋐ 大阪府 堺市

㋑ 神戸市

㋒ 朝来市

㋓ 加東市

㋔ 上郡町

㋕ 奈良県 天理市

㋖ 和歌山県 かつらぎ町

兵庫県

記号 都道府県 市町村

Ⓐ 近江八幡市

Ⓑ 日野町

Ⓒ 京都府 京丹後市

Ⓓ 大阪府 泉大津市

Ⓔ 奈良県 山添村

滋賀県



















➢農林水産業は環境の影響を受けやすいことに加え、農林水産業
自体が環境に負荷を与えている側面もあります。

➢そのためには環境負荷が生じないための取組が必要。

地球温暖化
による
気候変動

大規模自然
災害の増加

CO2

環境負荷が
生じないための
取組とは？

メタン
（CH4）

農林水産業で環境負荷低減に取り組むためには



➢持続可能な食料システムの構築に向け、「みどりの食料システム戦略」を
策定し、中長期的な観点から、調達、生産、加工・流通、消費の各段階の
取組とカーボンニュートラル等の環境負荷軽減のイノベーションを推進します！

「みどりの食料システム戦略」 令和３年５月策定



みえるらべる（見える化ラベル）の表示例

➢ 温室効果ガス削減や生物多様性保全の努力を評価し、分かりやすい
形で消費者等に伝える「見える化」ラベルが広がっています。

豊岡市のJA直売所「JAファーマーズ
マーケットたじまんま」において、 令和
6年3月1日から「コウノトリ育むお米」
に温室効果ガス削減「見える化」ラベ
ルを添付して実証販売。

兵庫県から「コウノトリ舞い降
りる田んぼ」に認定されるなど、
従来から環境配慮に取り組む。

HPにて「見える化」の紹介
コラムも作成。

地域の産品を多く取り扱う地域
密着型スーパー。大阪府内等の
全36店舗で表示。取引のある生

産者に積極的に働きかけ。

自作POP等により消費者にもPR。

JAたじま（兵庫県） 中谷農園（兵庫県） サンプラザ（大阪府）

大阪駅のデジタル広告



■ 「食料・農業・農村の役割に関する世論調査」（内閣府、令和５年９月14日～10月22日実施、有効回収数2,875 人）

問 環境に配慮した生産手法によって生産された農作物を
実際に購入したことがありますか。
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環境に配慮した農産物に対する消費者の意識

➢環境に配慮した生産手法によって生産された農産物を購入したこ
とがない、または、今後購入しない理由として、「どれが環境に
配慮した農産物かどうかわからないため」と答えた人が６割以上。

➢環境負荷低減の取組の「見える化」を通じて消費者が選択できる
環境を整備することが重要となっています。
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問 環境に配慮した生産手法によって生産された農産物の購入に
ついて、購入したことがない、または、今後購入しない理由は何
ですか。（○はいくつでも） （上位５項目）
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mailto:https://survey.gov-online.go.jp/r05/r05-shokuryou/






〇【令和6年12月2日(月) ～ 12月13日(金) 近畿農政局 1階「消費者の部屋」 での展示の様子】
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